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イベント概要 
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[企業 ID]  3608 

 

[イベント言語] JPN 
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[決算期]  2021 年度 第 1 四半期 

 

[日程]   2021 年 7 月 5 日 

 

[ページ数]  25 
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登壇 

 

山田：おはようございます。定刻となりましたので、当社の第 1 四半期の決算説明会を始めさせて

いただきたいと思います。 

はじめに、当社の決算説明会のルールを先にお話しさせていただきたいと思います。 

まず、決算説明会のプレゼンテーションを当社の下地から説明をさせていただきます。この時間が

約 25 分強ございます。その後で、皆様のご質問をお受けしたいと思います。Zoom を使い慣れて

いる方も多いと思いますけれども、今回は Q&A の機能を使って質疑応答をさせていただきたいと

思います。基本的には、今でももう入力ができるようになっていますので、説明会の話を聞いてい

て聞きたいことがもしございましたら、下の Q&A よりご入力ください。 

では、下地から、まず決算説明会のプレゼンテーションをさせていただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 

下地：皆様、こんにちは。2022 年 2 月期第 1 四半期決算説明会を行いたいと思います。 

では、市場動向からご説明します。 
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現在は、依然不透明な先行きであります。新型コロナウイルスの感染影響長期化の中で、緊急事態

宣言、店舗閉鎖/時短など、経営成績に直結するリスクファクターが依然として存在しておりま

す。 

回復において、甘くはないという見通しは立てておりますし、この後、ワクチン接種の開始をはじ

め、各種施策の効果が期待されておるところであります。今後経済は確実に回復していくと見ては

おりますが、ただし、アパレル業界において、その市場回復スピードはかなり緩やかであり、当面

はやはり厳しい環境が継続すると見ております。 

われわれとしましては、「既存の経営手法による、待ちの姿勢」、そういったかたちだけでは、さ

らなる苦境に立たされていきますので、まずこのことを念頭に、より強固な経営基盤創りと新たな

事業チャレンジを継続してやってまいりたいと考えております。 

 

新型コロナウイルスによる影響についてです。 

3 月の業績に関しましては、非常に好調ではありましたが、4 月以降はコロナ感染影響が拡大し

て、大都市圏を中心に出店しております当社の 300 を超える店舗が休業いたしました。それに伴

い、また営業時間を短縮する店舗も多くありましたので、そこで経営的に大きな影響を受けており

ます。 
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この厳しい環境下において、今、私たちは何をすべきか？私たちはどこを目指すべきか？ 

われわれが進化をし、変化を続けていくために、厳しい経営の環境下の中でも利益を出す企業体に

なるために、第 1 四半期は丁寧かつ徹底的に改革を進めてまいりました。 

それによる経営の統合、第 1 フェーズを完了して、まず 3 月期から、3 月より未来への投資という

かたちで、人財と事業を育てる仕組み、EC、デジタルシフト、新規投資といったことを行なって

まいります。 

そこは、やはりステークホルダーの皆様の未来の幸福を高めるため、新しい価値を生み出すため、

ここに留まることなくチャレンジを続けてまいりたいと考えております。 
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では、まず第 1 四半期の決算概況をご報告いたします。 

業績ハイライトです。 

厳しい市況下の中で、事業撤退、人件費・販管費削減を徹底いたしました。きめ細かなアクション

の積み重ねで、売上高、前年同期比 157.8%、営業利益 22 億 7,000 万円を達成いたしております。 

また、前期比の利益差でいきますと、プラス 87 億 1,000 万円ということで、前期より非常に大き

く営業利益がアップしております。 
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次は、営業利益の推移です。 

構造改革による組織の効率化と、経営コントロールの精緻化で収益を改善いたしております。第 1

四半期は、業績におきまして、直近 5 年間の中で最高益となりました。 

営業利益につきましては、先ほどから申し上げていますように、営業利益 22 億 7,000 万円、利益

率が 6.6%です。 

主な要因としましては、１つ目に、ゴルフ・アスレジャー・ストリートなどの好調事業がさらに拡

大いたしております。2 番目に、適正値引による旧品販売により消化が促進しております。歩留り

を維持しつつ在庫を圧縮するかたちで、適正な販売ができたと思っております。3 番目に、仕入の

抑制です。販管費の削減を実施しながら、非常にコンパクトな仕入の中でしっかりと売り込んでい

けるような体制づくりを行なってまいりました。 
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総利益と販管費の内訳です。 

売上総利益は、第 1 四半期 191 億 4,000 万円。仕入は、前期比 82%程度に抑制いたしておりま

す。まず、前期に販売機会を得られなかった商品をプロパーでの消化を促進いたしました。適正歩

留りによる販売を行い、在庫の消化率を向上させております。昨年対比で 100 億円の利益改善が

行われました。 

それと、販管費です。168 億 7,000 万円。構造改革による不採算事業の撤退、固定費の削減、変動

費の見直しを行なっております。また、非常に残念なことですが、社員賞与の業績見合いでの削減

も行い、一昨年対比で 59 億円の改善ができております。今まで販管費率が 50%を切ることができ

なかったんですけど、今回の施策により、49.3%に改善することができました。 
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純利益影響項目です。 

営業外収益は、為替差益・受取配当金・不動産収入等により 4 億 5,000 万円。特別損益は、有価証

券売却益、事業売却益により 5 億 1,000 万円。コロナの影響による臨時休業損失がマイナス 5 億

9,000 万円。四半期の純利益 24 億 3,000 万円、利益率 7.1%を計上しております。 
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第 1 四半期事業状況につきましてご報告いたします。 

営業利益、セグメント別収益構造です。 

好調なゴルフ・アスレジャー・ストリートブランドが利益を牽引しております。一方で、オケージ

ョン需要や、通勤服、都市型のブランドは、未だ厳しい環境下にございます。 

ゴルフ・ストリート・アスレジャーの実績を見ていただくと、売上高 138 億 6,000 万円、営業利

益 20 億 4,000 万円と伸張しております。また、それ以外のオケージョンセレクト、不調のブラン

ドのほうは、実績としまして、売上高が 126 億 2,000 万円、営業利益がマイナス 3 億 6,000 万円

となっております。 

これを見ていただいてもお分かりになるとおり、全社利益においては、好調事業が収益の要となっ

ております。 

 

営業利益、好調事業についてご説明します。 

個性が際立ちまして、顧客エンゲージメントの高いブランドが極めて好調です。3 ブランドともに

一昨年対比で売上が大きく成長し、全社の業績を牽引しております。ブランドは、PEARLY 

GATES、HUF、UNDEFEATED と、アスレジャーとストリート、外遊びに関係する事業が非常に

好調でありますので、ぜひ数字のグラフもご覧になってください。 
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その他領域の新しい取組みをご説明いたします。 

新たなブランドの創出であるとか、音楽、アート、カルチャーとの融合、立ち止まることなく、わ

れわれは新たな顧客価値を発信してまいりたいと考えております。 

MARGARET HOWELL は設立から 50 周年経ちまして、東京の代官山と京都で展示会を行いまし

た。50 周年というお客様に支えられてきたブランドで、約 3,000 名を超えるお客様に楽しんでい

ただけました。 

また、その他の hueLe Museum は、新たな事業展開としてテレビ広告を作ったり、ROSE BUD は

新ブランド、mag.by c をデビューさせまして、新しいストアブランドをローンチさせておりま

す。 
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チャネル別事業概況につきましてご報告いたします。 

チャネル別売上動向です。 

百貨店構成比 9.6%、百貨店以外の商業施設、構成比 41.8%と縮小はいたしておりますが、EC のチ

ャネル、アパレル以外の事業は堅調に推移しております。特に海外事業は、米国・欧州売上が撤退

分を補填しまして、再成長のフェーズに転換しております。 

まず、ご覧になっていただきたいのが、2020 年 2 月期の百貨店売上が 60 億円ございました。現

段階では、2022 年 2 月期ですと 33 億円です。百貨店以外も、2020 年ですと 225 億円、2022 年 2

月期ですと 143 億円と下がってはおりますが、これに対して EC 売上は、一昨年対比でいきますと

79 億 5,000 万円の売上に対して、2022 年 2 月期が 94 億円と成長しています。 

それと、海外、国内のその他を含めまして、非常に効果的に伸びております。海外においては 21

億円一昨年と同水準ですが、中身の利益率が大きく上がっております。全体的に総合的な売上は落

ちていますが、中身が非常に改善して、収益構造が改善し、今回の営業利益にヒットしているとご

理解いただければと思います。 
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E-Commerce です。 

特に E-Commerce がいいかたちで動いていますが、自社 EC に注力しました。売上が、一昨年対

比でいきますと 205.9%。海外 EC は、コロナの終息予測を受けまして、米国の TACTICS・欧州の

MARGARET HOWELL が好調に推移しました。第 1 四半期としましては、初の EC 売上が 100 億

円を超えましたので、こちらを機に、よりプラスに転じてまいりたいと考えております。 
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ショップスタッフのデジタル化による効果と進捗についてご説明します。 

まず、スタッフコーディネートコンテンツの強化を行なっております。前四半期期間に対して投稿

数が 311%と、コンテンツを拡充し、今後の販売の基盤を非常に強化できるようになってまいりま

した。 

それと、オンライン接客の拡大です。オンライン接客を経由したお客様のコンバージョンレート

は、通常の EC と比較しても約 30 倍以上ということで、ウエートを取れるように成長してまいり

ました。特に MARGARET HOWELL のブランドとか、そういった顧客率が高いブランドの中で

は、自社 EC の売上の約 15%を占めるぐらいに成長をしております。 

 

新しい体験での続きですが、まずナノユニバース流の DX の取組みをご紹介したいと思います。 

まず、販売員の力量をスコア化しまして、販売員のスタッフの活性化を行なっております。 

それと、EC 起点での店舗の送客、エンゲージメントも強化しております。これは、店舗での試着

の予約をしますと、店頭でお客様のお好みに合わせて商品を揃えて、それでお客様にセット販売を

行なっていくというかたちです。お客様が来店していただいて、お目当てのもの以上のプラスを見

ていただくということで、来店する楽しさや喜びをご提供できるサービスとなっております。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

14 
 

 

環境課題に関する取組みについてご報告します。 

ファッションとテクノロジーによる課題解決のところでご報告します。 

デジタルを活用したエシカルなモノづくりの提案をしております。ブランドの FLOML は石垣島の

農園とコラボをしまして、天然の植物染料染めを提案していきます。まずデザインを作り、白で何

年か着た後に、これをさらにもう一度染め直す。その際に、3D データのグラフィックを作りまし

て、染めの再提案をして、お客様のご要望に沿った染めを実際に作ってお渡しするというかたち

で、商品のリユースをより伸ばしていくというイメージです。 

次に地球温暖化抑制へのチャレンジです。SONY と PEARLY GATES がコラボをしまして、ウェア

ラブルサーモデバイス、REON POCKET2 対応の専用ウェアを作りました。これが 7 月 1 日から発

売になりますので、ぜひ皆さん買っていただいて、外でも中でも快適に過ごせる温度調節というも

のを体験していただきたいと考えております。これによって空調のエネルギーを抑制していくこと

で、温暖化への抑制につなげていきたいと考えております。 
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また、作り手の責任。捨てられるものを、生まれ変わらせる。未来の地球の環境のために良い選択

を行なってまいっております。 

廃棄食材をファッションに再利用。これは、廃棄している食品を使って天然の染料として開発し、

それで製品を染めて作っております。 

また、環境問題への取組み、土壌・水質の改善におきましては、NATURAL BEAUTY BASIC は

100％コットンの製品のうち、カットソーアイテムの 30%をオーガニックコットンへ切り替えてい

っております。 
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サプライチェーン全体で CO2 削減を目指していきます。 

まず、プラスチックの削減、ハンガーのリユースです。これは、今期から本格的に稼働し、廃棄の

500 万本にわたるハンガーを常にリユースしていくことで、まず廃棄を徹底的に減らしていくとい

う考えです。 

また、資材の合理化による CO2 の削減を行なっていきます。配送の段ボールの型数を半分以下に

絞り込み、各事業会社で作っていた段ボールを一元管理することで、コストの削減、スペースの削

減、そして集約することによる生産時の環境負荷の軽減を図っております。 
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貸借対照表と今後の投資戦略についてご報告いたします。 

引き続き、財務体質は健全な状態を維持しております。DX インフラ・新規事業開発に向けた投資

を活性化させます。資金の有効活用を図ってまいりたいと考えております。 

現預金に関しましては、コロナ禍の手元資金適正水準の 300 億円から 350 億円は問題なく確保し

ておりますし、市場成長性を見極めつつ投資への実行をしたいと考えております。 

棚卸資産に関しまして、旧品消化を優先させた仕入抑制に基づいて、在庫を大幅圧縮できました。

在庫に関しましては、前期比 69.2%、金額にしますと 83 億円が前期比で改善しております。 

借入金に関しましては、短期の借入枠 150 億円は空枠として維持しておりますので、今後の投資

に対しての余力としては十分あるかと考えております。 

自己資本比率が 67%という状況ではあり、今後戦略的に活用してまいりたいと考えております。 
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今後の投資戦略です。 

デジタル投資によって SCM と CRM を強化してまいります。非連続市場に対応できる収益力を高

めるということが、われわれの考えるところであります。在庫の一元化、店舗の直送、CRM の統

合を大きな 3 つの柱としてやってまいりたいと考えております。 

在庫の一元化に関しましては、チャネル別に分かれていた在庫のデータを一元化させます。 

店舗の直送に関しましては、同じく在庫の一元化に合わせての物流の簡素化、それで工場や出荷先

からの店舗への直送ということで、物流費の削減を行なってまいります。それをデジタルによる管

理に振り替えていくということです。 

あと、CRM の統合にも着手しますが、グループ全体でのスケールを活用した会員の獲得・顧客の

エンゲージメントの拡大を戦略として捉え、ライフタイムバリューをより向上させていこうと考え

ております。 
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グローバル戦略の再考を行なってまいります。グローバルで通用する戦略を上書きし、再度チャレ

ンジしてまいります。 

海外売上高に関しましては、直近の 3 年間の売上は、M&A の効果により順調に成長しておりま

す。2020 年 2 月期の実績において、85 億円の内容でした。これが 2022 年 2 月期におきますと 99

億円ということで、非常に効果的に成長していくだろうと見ております。また、利益構造が非常に

良くなっておりますので、グループ全体としても、貢献度合いが高くなってきております。 

右のほうをご覧になっていただいて、事業買収しました HUF の立て直しが順調にいっています。

今期において、これは黒字化がほぼできる見込みでもあります。最大限、努力してまいりたいと思

います。 

TACTICS に関しましては、EC が非常に拡大しておりますし、またこのブランド自体を日本でどう

展開するかということも今、米国と一緒に考えております。 

次に、好調でありますゴルフのセグメントの部分におきましては、ハワイの進出と米国でのホール

セールを拡大してまいりたいと考えております。 

また、EU におきましては、MARGARET HOWELL の再成長と、自社のブランドで子会社でありま

す and wander の欧州での卸、越境 EC も含めて拡大を考えております。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

20 
 

また、中国の事業ですが、東之上の機能を変更しまして、EC と調達部門に力を入れていきたいと

思っております。また、香港の事業を撤退しましたので、TSI-ASIA の機能や役割の再検討も行な

ってまいりたいと思っております。 

 

通期予測についてご報告します。 

緊急事態宣言が長期化して、非常に影響が出ております。こういった中で、計画よりも売上の回復

が鈍く、上期売上に関しましては、前々期比 87.1%から 80.8%に下振れいたしました。しかし、売

上総利益が良化したことや、販管費の抑制によって、第 1 四半期に関しましては良いスタートが切

れました。そのため、営業利益に関しましては、開示予算どおりの達成を見越しております。 

まず、トップラインは下振れしておりますが、下期に向けてこれは回復してまいりますので、通期

見込みの営業利益に関しまして、予算の達成を目指していきます。 
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上期見込みです。 

第 2 四半期は、セールシーズンと端境期がメインとなります。そのため、どうしても利益を吐き出

す時期となってしまいますので、赤字予算となっている背景がございます。その状態で何年も継続

してきた現状を変えるべく、利益が取れるプロパー販売を強めながらセールを減らしていく、値引

率を少なくしていくという状況に移行を進めていっております。 

しかしながら、まだ時間がかかりそうだというところはあります。やはり現行のビジネスをシフト

チェンジしていくための準備と、それの流れをつくっている最中でございます。第 1 四半期と同様

に丁寧な経営を行なってまいりますが、その上で、上期営業利益予算をマイナス 5 億円とさせてい

ただいて、その達成を見込んでおります。 

また、もちろんわれわれとしましては、黒字を目指して最大のアクションを起こしていきますの

で、そこはご理解いただきたいと思っております。 
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今後、私たちの WILL です。 

引き続き精緻な経営をコントロールすることによって、事業の健全化を高めていきます。サプライ

チェーンの改革、デジタル店舗の開発、新たなサービス、新たなコンテンツ開発等によって、ビジ

ネスの先進化を実現してまいります。 

また、この市場環境に留まることなく、新たな事業創出に向けて活動をさらにスピードアップして

まいりたいと考えております。 
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それを踏まえて、われわれは、世界で最も幸せなファッションカンパニーを目指してまいります。 

なにせ、商品あって、人があってのわれわれの事業でありますので、一つ一つ丁寧に商品を作り、

お店を作り、人を育て、そして皆様の中で最も愛されるブランド、会社となれるような事業を運営

してまいりたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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